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には 

洞下氏 

北原京子氏「母を一生の師として生

きています」と笑顔の会員スピーチ

 

清水氏

＜今日の心がけ＞ 
休日は、次の１週間を過ごす

原動力となる日です。休日の

あり方を考えて、心と体にと

って有意義な１日にしたいも

のです。休日の過ごし方を考

えてみましょう。（職場の教養） 

１０月９日、有意義な休日 

 

朝食と情報交換の様子！ 

 

岡田氏《
十
月
二
日
の
М
Ｓ
》 

倫
理
研
究
所
か
ら
法
人
局
の

洞
下
実
特
別
顧
問
（
サ
ン
コ
ー
テ
ク
ノ
㈱
）
を
お
招
き
し
『
心

構
え
一
つ
で
奇
跡
が
起
き
る
（
想
い
は
叶
う
、
や
れ
ば
出
来

る
）
』
を
テ
ー
マ
に
「
一
流
の
経
営
者
に
な
る
た
め
死
ぬ
ま

で
倫
理
を
学
び
ま
す
。
」
等
の
お
話
に
感
銘
し
ま
し
た
。 

 

《
九
月
二
十
五
日
の
М
Ｓ
》  

草
加
市
倫
理
法
人
会
の

岡
田
明
久
副
会
長
（
㈱
岡
田
運
輸
）
を
お
招
き
し
『
山
あ

り
谷
あ
り
の
人
生
』
を
テ
ー
マ
に
講
話
を
い
た
だ
き
「
良
い

仕
事
を
す
る
と
お
客
様
が
見
送
っ
て
く
れ
る
。
感
謝
さ
れ
る

こ
と
が
嬉
し
い
。
」
と
話
さ
れ
感
銘
し
ま
し
た
。
感
謝
。 

《
十
月
十
六
日
の
М
Ｓ
》 

戸
田
市
準
倫
理
法
人
会
か
ら
、

小
山
瀧
寛
相
談
役
（
㈱
小
山
工
業
）
を
お
招
き
し
『
人
生
の
恩

返
し
』
を
テ
ー
マ
に
「
最
初
は
自
分
に
向
か
な
い
と
思
い
ま
し

た
が
、
Ｍ
Ｓ
の
講
話
を
聞
い
て
い
る
内
に
目
覚
め
ま
し
た
。
ま

た
受
け
た
恩
は
忘
れ
ず
に
。」
と
話
さ
れ
、
共
感
し
ま
し
た
。

《
十
月
九
日
の
М
Ｓ
》 

さ
い
た
ま
市
見
沼
倫
理
法
人
会

清
水
良
朗
会
長
（
㈱
鯉
平
）
を
お
招
き
し
、『
古
事
記
か
ら
学

ぶ
倫
理
経
営
』
を
テ
ー
マ
に
「
私
達
は
神
の
国
の
子
供
で
す
。

相
手
が
喜
ぶ
事
を
心
か
ら
実
践
す
る
こ
と
で
神
様
か
ら
祝
福

を
い
た
だ
け
ま
す
。
」
と
、
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

【 

十
一
月
の
行
事
予
定 

】 

◆ 

「
会
員
研
修
会
」
開
催
の
ご
案
内 

五
日
（
木
）
十
九
時
～
二
十
時 

社
団
法
人 

倫
理
研
究
所 

 

名
誉
研
究
員 

宮
崎 

芳
宏 

 

 
 

テ
ー
マ
『
倫
理
経
営
の
す
ご
み
』 

◆ 

モ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ミ
ナ
ー 

・
六
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

名
誉
研
究
員 

宮
崎 

芳
宏 

 
 

テ
ー
マ
『
初
心
忘
れ
る
な
』 

・
十
三
日(

金)

六
時
半
～
七
時
半 

さ
い
た
ま
市
桜
倫
理
法
人
会 

専
任
幹
事 

鈴
木 

康
仁 

テ
ー
マ
『
倫
理
実
践
で
夫
婦
円
満
』 

・
二
十
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

 

久
喜
市
倫
理
法
人
会 

 

伴 

英
一
郎 

 

テ
ー
マ
『
運
命
自
招
』 

・
二
十
七
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

 
 

松
戸
市
中
央
倫
理
法
人
会 

 

相
談
役 

佐
藤 

隆
男 

 
  
  

テ
ー
マ
『
夫
婦
愛
和
』 

◆ 

「
経
営
者
の
集
い
」
の
ご
案
内 

二
十
日
六(

木)
 

十
九
時
～
二
十
時 

＊ 

会
場
変
更
の
お
知
ら
せ 

十
一
月
か
ら
来
年
の
二
月
末
ま
で
は 

右
記
行
事
の
会
場
が
「
南
越
谷
一
丁
目 

自
治
会
館
」
に
変
わ
り
ま
す
の
で
、
く 

れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
ま
せ
。 

小山氏 

朝礼委員長の相川哲也氏から役

員朝礼の目的等お話しいただく
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《 １０月２３日のＭＳ 》 

足立区西倫理法人会から濱田和洋専任幹事（右腕サポート）

をお招きし、『それでも一日も一分も曇らせてはいけない』を

テーマに「倫理を学んで、これだと気付いたことは『積小為

大（小さいことの積み重ねで、大きくなる。もったいないこ

と）』です。」とご指導をいただきました。笑顔がとても爽や

かで素直な実践を感じさせる素晴らしい講話でした。 

また、お子様に『好機（こうき）』と命名されるなど、「倫

きち」を自称し、今後益々のご活躍が楽しみな好人物でした。

 

 

平成２２年度「役員紹介」その２ 

米山 学 副会長（東南地区長） 

明るく元気にリードしています。 

 

 

長沼 政人 副事務長 当会の、

発展に努力していきます *^_^* 

原田 秀一 副会長 （越りん・Ｈ

Ｐ担当） 人の喜び我が喜びです。

北嶋 敏久 副専任幹事 当会の、

お役に立てるように頑張ります.。 

倫理法人会役職者の心得 

１．私たちは、純粋倫理の学習と実

践により、自己の向上に励みます。

２．私たちは、祖先を敬い夫婦・親

子愛和して明るい家庭を築きます。

３．私たちは、喜働精神に徹し、お

客様・仕入先・社員を大切にして、

健全な繁栄をめざします。 

 ＊４と５は次号にて紹介します 

 今井 昇 幹事 元気と声の大きさ 

は一番です。マイクも大好きです。

平
成
二
十
二
年
度
の
役
員
紹
介 

会
長
（
普
及
拡
大
）
中 

村 

猛 
 

副
会
長 

 
 

 
 

米 

山 

学 
(

東
南
地
区
長
、
Ｍ
Ｓ
・
清
掃
を
兼
務) 

 

副
会
長 

 
 

 
 

原 

田  

秀 

一 
 

（
「
越
り
ん
」・
Ｈ
Ｐ
担
当
） 

専
任
幹
事 

 
 
 

北 

原  

京 

子 
 

 

（
研
修
・
体
験
報
告
） 

副
専
任
幹
事 

 
 

北 

嶋 

敏 

久 
 

事
務
長
（
広
報
） 

大 

住  

賢 

治 
 

副
事
務
長
（
青
年
）
長 

沼 

政 

人 
 

監
査          

 

佐 

藤  

吉 

幸 
 

監
査 

 
 

 
 
 

島 

村 

玲 

郎 

幹
事         

 
 

星 

野 

博 

史 

幹
事 

 
 

 
 
 

今 

井  

昇 
 

幹
事 

 
 

 
 
 

浅 

野  

す
み
子 

 

幹
事          

 

茂 

木  

戌
紀
千 

 

幹
事 

 
 

 
 
 

和 

知 

美
智
子 

 

幹
事 

 
 

 
 
 

坂 

本 

浩 

延 
 

幹
事 

 
 

 
 
 

佐
々
岡 

修 
 

幹
事
（
朝
礼
） 

 

関 

根 

隆 

弘 

女
性
委
員
会 

 
 

米 

山 

照 

子 

相
談
役 

 
 

 
 

山 

下  

良 

雄 

相
談
役 

 
 

 
 

湯 

田  

修 

二 
 

＊
括
弧
内
は
所
属
委
員
会
名
等 

 

普
及
目
標
三
十
五
社
（
毎
月
２
社
）
。 

「
役
員
一
同
」
心
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
も
、
ど
う
ぞ 

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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